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内部統制の基本方針および運用状況

　当社は、取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その
他業務の適正を確保するために必要な体制（内部統制システム）を次のとおり整備していま
す。以下、2026年5月21日現在における当社およびその子会社から成る企業集団（以下、当
社グループという）の「内部統制システムに関する基本方針および内部統制システムの運用
状況」の概要を記載します。（当社の「内部統制システムに関する基本方針」は、2006年5
月11日開催の取締役会にて決定され、直近では、2025年5月26日付けで一部改訂されており
ます。）

１． 取締役および使用人の職務執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
⑴当社役職員が法令･定款を遵守するとともに高い倫理観を持つための行動と心構えを定め
た「新東企業倫理行動指針」とその具体的な行動マニュアルを策定して周知徹底を図る｡

⑵取締役会規則に基づいて、独立社外役員（独立社外取締役が委員となり、独立社外監査
役が陪席となる）のみで構成する「指名・報酬委員会」を設置して、取締役・監査役の
指名・報酬等の基本方針に関する事項および指名・評価・報酬について、審議・決議の
うえ、取締役会に付議する。

⑶「サステナビリティ委員会」を設置して、サステナビリティに関する活動の計画と推進
を行うとともに、「倫理・コンプライアンス委員会」を設置して、コンプライアンスに
関する取組みを強化する。

⑷監査室を設置して、社内の内部統制状況を定期的に監査する。
⑸当社の役職員が当社監査役、当社法務部門または外部の弁護士に対して直接通報を行う
ことができる「新東スピークアップ制度」を整備する。

⑹社会秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力および団体に対しては、平素からの弁護士
等の外部専門機関と緊密な連携により毅然と対応し、不当要求に対しては、組織的な対
応によって断固として対決する。

⑺新入社員、中堅社員、新任管理職等の階層別および営業担当者向け、管理担当者向けな
どの職種別の教育制度を推進して、必要な知識の習得と倫理観の向上を図る。

（運用状況）
・当社は、当社業務執行取締役より、当該年度の職務執行が法令および定款に適合してい
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たことについて確認を求め、適合していた旨の確認書を受領しました。
・「新東企業倫理行動指針」に関する階層別研修を実施しました。
・独立役員である社外取締役5名が委員となり、社外監査役３名が陪席する「指名・報酬委
員会」を年３回開催して、取締役の指名・報酬等について、審議・決議のうえ、取締役
会に付議しました。

・サステナビリティ委員会を年3回開催しました。
・監査役監査、会計監査人監査、内部監査を行っており、相互に、密に情報交換を行い、
必要に応じて改善提案を行いました。

・内部通報窓口を常勤監査役、社内および外部に設置して社内に周知し、事実申告に対応
しています。社内に周知する際に、不利益な取扱いの禁止も明示しています。

・倫理・コンプライアンス委員会を年１回開催し、活動状況を取締役会に報告しました。
・当社のサステナビリティ方針および倫理・コンプライアンス方針を「SINTO取引先ガイ
ドライン」に定め、取引先様とともに取組を推進しています。

・当社の社是は、社員の取るべき行動・持つべき価値観を示しております。具体的な行動
に落とし込むため、社是の意味するところをわかりやすく解説した冊子「社是（私たち
の行動指針）」を作成して、周知しました。

２． 取締役の職務の執行に係わる情報の保存および管理に関する体制
⑴当社取締役会の議題、付議事項に関する資料や当社取締役会議事録を法律の規定に基づ
いて作成し、保存年限に従って保存・管理する。

⑵当社業務執行に関する情報となる決裁承認申請書、その添付資料、当社代表取締役が参
画する会議体や各種委員会等の議事録、当社の権利・義務を証する契約書類、経理・会
計書類、会計帳簿などのほか、重要な業務執行関連文書を保存年限に従って保存・管理
する。

⑶上記の保存･管理および情報へのアクセスに関しては、文書管理規程で定めるものとす
る。また、文書管理規程の改定にあたっては、取締役会の承認と監査役会の了承を得る｡

（運用状況）
・上記方針に基づき、情報を作成、保存、管理しております。
・取締役、監査役および監査室は、その職責を果たすため、当期、必要に応じ、取締役会
議事録、決裁承認申請書等の記録を閲覧しまたはその写しを入手しております。
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３． 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
⑴当社の会社経営を取り巻く主要リスクに関しては、リスクカテゴリーによる所管部署お
よび担当役員を明確化して、必要なリスク個別管理体制を整備する。

⑵個別管理のみならず当社に係わる主要リスクの総体については、これを網羅的･総括的に
管理するため、「リスク管理委員会」を設置して、リスクマップに可視化するとともに
優先順位化して、リスクの把握、分析、対応策の立案・実施、評価・フォローを行う。

⑶リスク管理の基本となるリスク管理規程およびこれに関連する個別規定を制定する。
⑷リスクカテゴリーごとに行動指針・マニュアルを整備し、その理解促進のための研修・
教育を実施する。

⑸災害等の発生に備えて、事業継続計画(BCP)を策定し、防災・減災に向けた訓練を行う
ほか、必要に応じて、部品・消耗品を備蓄するなどリスク分散措置を行う。

（運用状況）
・リスク管理委員会を年6回開催し、当社を取り巻く主要リスクに関して、可視化したリス
クマップを見直すとともに、主要リスクごとに担当取締役と責任部署を定め、リスク対
応の基本的な考え方と具体的な対応方法について、担当取締役が討議のうえ定めまし
た。

・リスク管理委員会の活動状況について、取締役会に報告しました。
・災害等に備え、生産復旧などに向けた事業継続計画(BCP)を本部および各拠点で策定
し、毎年、定期的な訓練（初動対応・復旧対応）を行い、改善を続けています。

４． 取締役の職務の執行が効率的に行われていることを確保するための体制
⑴経営計画のマネジメント体制
①経営理念、使命(ミッション)など経営の基本方針を明確にして、これを機軸に中期経営
計画、年度経営計画を策定し、ここで決定された業績を含めた経営目標、経営戦略の達
成のために、業務執行ラインにおいて各部門や各管理職の計画・目標に落とし込み、そ
れらの目標の連鎖により事業運営を行う。

②経営目標が予定どおり進捗しているかどうかの検証を毎月の執行会議で行うとともに、
四半期、半期、年間の業績報告を通じて必要な打ち手を取締役会で審議・決定する。

⑵業務執行のマネジメント体制
①取締役会規則に従って、取締役会に付議し決定すべき業務執行の重要案件の基準を明確
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にする。
②執行役員制度を拡充して、取締役会を意思決定機能および監督機能に特化させるととも
に定常業務の執行を執行役員に権限委譲することにより、業務執行を効率化・迅速化
し、責任の所在を明確化する。

③職務権限規程、業務分掌規程に従って、日常の業務執行は執行役員の権限と責任のも
と、更に職制ラインに順次権限と職責が適切に委譲され、各レベルの責任者が適時的確
に意思決定する。

（運用状況）
・代表取締役 社長執行役員は、各部門との議論をふまえて中期経営計画、年度経営計画お
よび必要な施策を決定し、進捗状況の報告を受け、進捗状況を取締役会に報告しており
ます。常務執行役員、執行役員等は、関連規程に従い、分担して職務を執行しておりま
す。

・取締役会では、戦略プロジェクトの執行状況および収益改善計画の進捗状況等をモニタ
リングし、社外取締役を含むメンバーがそれぞれの知見、経験に基づき、企業価値最大
化に向けて積極的に提言を行うとともに、更なる改善に向けて議論を重ねました。
また、次世代人財の育成、多様性の尊重、人的資本の拡充の進捗状況について、指名報
酬委員会および取締役会にて進捗状況をモニタリングして、積極的な議論を行いまし
た。

５． 当社グループにおける業務の適正を確保するための体制
⑴当社グループ会社の役職員の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制
・当社は、当社が定める関係会社管理規程により、当社グループ会社の営業成績、財務状
況その他の重要な情報について、当社への定期的な報告を義務づける。また、当社取締
役会規則に該当する重要な案件については、当社の取締役会においても審議、承認を要
する。

⑵当社グループ会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
・当社は、当社グループ全体のリスク管理について定めるリスク管理規程を制定し、同規
程においてリスクカテゴリーごとの責任部署を定め、グループ全体のリスクを網羅的・
総括的に管理する。

⑶当社グループ会社の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
①当社は、三事業年度を期間とするグループ中期経営計画を策定し、各事業年度のグルー
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プ全体の重点経営目標を審議のうえ定め、進捗状況を定期的にレビューし、対応策を相
互に確認して実施する。

②当社は、当社グループにおける職務分掌、権限および意思決定その他の組織に関する基
準を定め、当社グループ会社にこれに準拠した体制を構築させる。

⑷当社グループ会社の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
①当社は、「新東企業倫理行動指針」を制定し、当社グループのすべての役職員に周知徹
底する。

②海外グループ会社を含む当社グループの全ての役職員に適用する「SINTO BELIEFS」
を制定し、企業倫理行動指針、安全方針、環境方針および品質方針を周知徹底する。

③当社国内グループ会社においては、各会社の規模に応じて、適正数の監査役を配置す
る。
④当社は、当社国内グループ会社の役職員のコンプライアンス意識の醸成を図るととも
に、グループ会社の社長が参画する社長会を定期的に開催してコンプライアンスに関す
る周知徹底を図る。
⑤当社の監査室は、内部監査規程、関係会社管理規程に基づき、グループ会社に対し、定
期的に内部監査を実施する。

⑥当社は、当社国内グループ会社の役職員が当社監査役、当社法務部門または外部の弁護
士に対して直接通報を行うことができる「新東スピークアップ制度」を整備し、当該通
報をしたこと自体による解雇その他の不利益取扱いを禁止する。
⑦当社は、当社グループの財務報告の信頼性を確保するため、一般に公正妥当と認められ
る財務報告に係る内部統制の評価の基準に従い、関連規程の整備を図るとともに適切に
報告する体制を整備し、その体制の整備・運用状況を定期的・継続的に評価する仕組み
を構築する。

（運用状況）
・取締役会では、海外グループへの投資プロジェクトについて、執行状況をモニタリング
し、社外取締役を含むメンバーがそれぞれの知見、経験に基づき、企業価値最大化に向
けて積極的に提言を行い、議論を重ねました。

・当社の経営理念や基本方針を定める「SINTO BELIEFS」を改定して、海外グループ会
社を含む当社グループの全ての役職員に再配布しました。

・当社は、関係規程に従い、当社グループ会社の営業成績その他の重要な情報について報
告を受け、必要に応じて、当社取締役会において、審議、承認を受けました。
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・当社の国内グループ会社におけるリスクマップについて報告を受け、グループ全体のリ
スクの把握に努めました。

・国内グループ会社の監査項目をチェックリスト化し、国内グループ会社の監査役より監
査結果の報告を受けました。

・当社は、国内グループ会社の経営トップより、毎月、営業報告およびクレーム・事故情
報等のリスク状況報告を受けるとともに、毎月開催される取締役会の結果について報告
を受けました。当社は、四半期に１回、国内グループ会社の経営トップが参加するグル
ープ社長会を開催し、コンプライアンスに関する周知徹底を図るとともに、各社の年度
事業計画の進捗状況について報告を受けました。また、５月には、国内グループ会社の
株主総会を開催し、当社経営トップへの報告が行われました。

・当社は、国内グループ会社の経営トップより、各社監査役による監査状況について報告
を受けるとともに、「法令・定款に違反する重大な事実はない」旨の監査結果を受領致
しました。

・当社は、国内グループ会社の経営トップより、当社ルールに従って、「報告すべき事項
は全て適切に報告している。報告すべき事項のうち、報告していない事項はない。報告
すべき事項のうち、報告できないために報告していない事項はない。」旨の宣誓書を受
領致しました。

・当社は、米国持株会社および欧州持株会社により、現地目線におきましても、海外グル
ープ会社のリスク管理の維持・強化を継続しております。

・当社は、海外グループ会社の経営トップより、毎月、営業報告およびクレーム・事故情
報等のリスク状況報告を受けるとともに、定期的に開催されている取締役会の結果につ
いて報告を受けました。

・海外グループ会社については、7月に、当社および海外グループ会社の経営トップが参加
するSINTO INTERNATIONAL CONFERENCEを開催し、グループ経営方針の周知
徹底を図るとともに、リスクマネジメント状況の確認を行いました。また、年度事業計
画の進捗状況について報告を受けました。また、年末には、海外グループ会社からの報
告会を開催して、当社経営トップへの事業計画の進捗状況等の報告を受けました。ま
た、各社株主総会を開催し、当社経営トップへの報告が行われました。

・当社は、海外グループ会社の経営トップより、「報告すべき事項は全て適切に報告して
いる。報告すべき事項のうち、報告していない事項はない。報告すべき事項のうち、報
告できないために報告していない事項はない。」旨の宣誓書を受領しました。

・当社は、海外グループ会社の法令順守項目をチェックリスト化し、海外グループ会社よ
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り結果の報告を受けました。
・当社は、当社監査役、当社会計監査人および監査室が連携のうえ、国内グループ会社の
監査を行いました。海外グループ会社については、会計監査人が監査を行い、その結果
について当社監査役、監査室は報告を受けました。

・内部通報窓口を常勤監査役、社内および外部に設置して国内グループ会社に周知し、事
実申告に対応しています。国内グループ会社に周知する際に、不利益な取扱いの禁止も
明示しています。

・その他、上記体制に従い、適正に運用を行いました。

６． 監査役の職務を補助すべき使用人および当該使用人の独立性に関する事項
⑴当社監査役の求めがあった場合は、その職務を補助すべき使用人として適切な人材を配
置する。

⑵当社監査役の職務を補助すべき使用人の職務執行に関しては、当社取締役会からの独立
性を保つ体制を確保する。

（運用状況）
・当社監査役の求めに応じて、適宜、当社管理部門の担当者が補助しています。

７．監査役への報告に関する体制
⑴当社監査役の当社社内重要会議への出席の他、決裁承認申請書、重要会議の議事録、重
要な報告書等の当社重要書類を当社監査役に回付するとともに、必要に応じて閲覧でき
るシステムを確保する。

⑵当社および当社グループの役職員は、当社監査役から業務執行に関する事項について報
告を求められたときには、速やかに適切な報告を行う。

⑶当社および当社グループの役職員は、法令等の違反行為等、当社または当社の子会社に
著しい損害を及ぼす恐れのある事実を発見したときは、直ちに当社監査役に対して直接
報告を行う。

⑷当社監査室は、定期的に当社監査役に対する報告を実施し、当社および当社グループに
おける内部監査等の状況を報告する。

⑸当社の内部通報制度の担当部署は、当社および当社グループの役職員からの内部通報の
状況を定期的に当社監査役に報告する。

⑹当社は、当社監査役へ報告を行った役職員に対し、当該報告を行ったことを理由として
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不利な取扱いを行うことを禁止し、その旨を当社グループの役職員に周知徹底する。
⑺当社はリスク管理規程に基づいて定める新東スピークアップ制度･運用細則において、当
社グループの役職員が当社監査役に対して直接通報を行うことができることを定めると
ともに、当該通報をしたこと自体による解雇その他の不利益取扱いの禁止を明記する。

（運用状況）
・当社の内部通報制度の担当部署は、当社および当社グループの役職員からの内部通報の
内容および対応状況を監査役に報告しました。

・当社および当社グループの役職員が、当社監査役に対して直接報告を行うことができる
旨、毎月発行する社内報に掲載しました。

・その他、上記体制に従い、適正に運用を行いました。

８． 監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
⑴当社監査役と当社代表取締役や当社会計監査人との随時または定期の面談・意見交換の
機会を確保する。

⑵当社監査役が監査対象の事業所の長、部課長等の業務推進責任者との直接面談する機会
を確保し、情報収集の実効性を担保する。

⑶当社は、当社監査役がその職務の執行について、当社に対し、会社法第388条に基づく
費用の前払い等の請求をしたときは、担当部署において審議の上、当該請求に係る費用
または債務が当該監査役の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに
当該費用または債務を処理する。

⑷当社は、当社監査役の職務の執行について生ずる費用等を支弁するため、毎年、一定額
の予算を設ける。

（運用状況）
・法令に基づき、会計監査人から監査役に対し、事業年度の監査結果につき定期報告が行
われました。また、監査役は、適宜、監査状況を会計監査人から聴取しております。

・当期監査計画に従った監査を実施するにあたって予算が不足する事態は生じませんでし
た。
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株式会社メイキコウ、ハインリッヒワグナーシントーマシーネンファブリーク社、ロバーツシントー
社、青島新東機械有限公司、シントーブラジルプロドゥトス社、3Dセラムシントー社、オメガシント
ーファンドリーマシナリー社、エラスティコス社

シントーインドネシア社

シントーインドネシア社

レンペメスナーシントー社

〔連結注記表〕
連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項
１. 連結の範囲に関する事項
(1)  連結子会社の状況

連結子会社の数　　76社
主要な連結子会社の名称

　当連結会計年度において、ウィノアアラビア社他１社を設立したため、計２社を連結の範囲に含めて
おります。
　ナショナルメタルアブレイシブ社及びフロンノースアメリカ社は会社を清算したため、連結の範囲か
ら除外しています。

(2)  非連結子会社の状況
非連結子会社の数　　８社
主要な非連結子会社の名称

連結の範囲から除いた理由
　非連結子会社８社は、いずれも小規模であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う
額）及び利益剰余金(持分に見合う額)等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないた
め、連結の範囲から除外しております。

２. 持分法の適用に関する事項
(1)  持分法を適用した非連結子会社の状況
持分法を適用した非連結子会社の数　　７社
主要な会社等の名称

持分法を適用した関連会社の数　　６社
主要な会社等の名称
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キャセイアジアパシフィック社

(2)  持分法を適用しない非連結子会社の状況
持分法を適用しない非連結子会社の数　　１社
主要な会社等の名称

持分法を適用しない理由
　非連結子会社１社は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金(持分に見合う額)等に及ぼす影
響が軽微であり、かつ重要性がないため、持分法の適用範囲から除外しております。

３. 連結子会社の事業年度に関する事項
　連結子会社のうち、在外連結子会社59社の決算日は2025年12月31日であり、連結決算日と異なりますが、
連結決算日との差は３ヵ月以内であるため、当該連結子会社の事業年度に係る計算書類を基礎として連結決算
を行っております。但し、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っており
ます。

４. 会計方針に関する事項
(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法
① 有価証券
その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの
　時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は主として移動平均法により算定)を採
用しております。
市場価格のない株式等
　主として移動平均法による原価法を採用しております。

② 棚卸資産
　評価基準は原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定)を採用してお
ります。
製品、仕掛品
　受注生産品は個別法による原価法、投射材等は主に移動平均法による原価法を採用しております。
原材料及び貯蔵品
　受注生産品等の製作に係る原材料及び貯蔵品は総平均法による原価法、投射材等の製作に係る原材料
は主に移動平均法による原価法を採用しております。
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(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産(リース資産を除く)
　主として定率法を採用しております。但し、国内会社においては、1998年４月１日以降取得した建物
(建物附属設備を除く)並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法
を採用しております。
　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物及び構築物　　　　7年～50年
機械装置及び運搬具　　4年～12年
その他　　　　　　　　2年～15年

② 無形固定資産(リース資産を除く)
　定額法を採用しております。
③ リース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(3) 重要な引当金の計上基準
① 貸倒引当金
　売掛金・貸付金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸
倒懸念債権及び破産更生債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しておりま
す。
② 賞与引当金
　従業員の賞与の支払いに備えるため、当連結会計年度における支給見込額を計上しております。
③ 役員賞与引当金
　役員の賞与の支払いに備えるため、当連結会計年度における支給見込額を計上しております。
④ 製品保証引当金
　プラント及び大型受注機械等の検収引渡後の一定期間中のクレーム費用の発生に備えるため、過去の売
上高に対するクレーム費用発生高の割合を基礎として当連結会計年度の売上高に対して発生見込額を計上
しております。
⑤ 受注損失引当金
　受注契約に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末における受注契約に係る損失見込額を計上
しております。
⑥ 役員退職慰労引当金
　役員の退職慰労金の支出に備えるため、一部の連結子会社は、役員退職金支給内規に基づき当連結会計
年度末要支給額を計上しております。
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(4) 重要な収益及び費用の計上基準
　当社グループは、表面処理事業、鋳造事業、環境事業、搬送事業及び特機事業等の設備装置（改造、据付
工事、メンテナンス等を含む）の製造及び販売、及び設備装置に関連する部分品や消耗品の製造及び販売を
行っております。これら事業における主な履行義務は、顧客と契約した設備装置等については製品の引渡し
及び役務の提供、部分品、消耗品の場合は製品の引渡しとしております。
　設備装置等、部分品、消耗品については、顧客と契約した製品の引渡し及び役務の提供時点を、支配移転
として、収益を認識しております。
　設備装置のうち大型プラント、特型機は、顧客仕様による製作度合いが高く他契約への転用が難しいた
め、一定の期間にわたり充足される履行義務として進捗率を見積り、一定の期間にわたり収益認識しており
ます。一定の期間にわたり充足されるものでない場合には、一時点で充足される履行義務として据付工事等
が完了した時点をもって収益を認識しております。

(5) 退職給付に係る会計処理の方法
① 退職給付見込額の期間帰属方法
　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につい
ては、給付算定式基準によっております。
② 数理計算上の差異の費用処理方法
　数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法
により按分した額を、発生の翌連結会計年度から費用処理することとしております。
③ 小規模企業等における簡便法の採用
　一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に簡便法を適用しております。

(6) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準
　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理して
おります。なお、在外連結子会社等の資産、負債、収益及び費用は、各社の決算日の直物為替相場により円
貨に換算し、換算差額は、純資産の部における為替換算調整勘定及び非支配株主持分に含めて計上しており
ます。

(7) 重要なヘッジ会計の方法
　原則的処理方法である繰延ヘッジ処理を採用しております。また、ヘッジ会計の要件を満たす為替予約等
が付されている外貨建金銭債権債務については振当処理を採用しております。

(8) のれんの償却方法及び償却期間
　のれんは、５～10年の定額法により償却しております。
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（単位：百万円）
報告セグメント

その他
（注）１ 合計表面処理

事業 鋳造事業 環境事業 搬送事業 特機事業 計

機械 16,595 34,008 9,257 7,988 6,151 74,000 - 74,000

部品 10,661 14,771 3,750 91 446 29,721 - 29,721

消耗品 69,234 2,227 188 - 526 72,176 - 72,176

その他 - - - - - - 279 279
顧客との契約から
生じる収益 96,491 51,007 13,196 8,080 7,123 175,898 279 176,178

その他の収益 - - - - - - - -
外部顧客への
売上高 96,491 51,007 13,196 8,080 7,123 175,898 279 176,178

（単位：百万円）
報告セグメント その他

（注）１ 合計表面処理
事業 鋳造事業 環境事業 搬送事業 特機事業 計

一時点で移転され
る財

89,504 23,241 8,403 7,182 5,239 133,571 279 133,851

一定の期間にわた
り移転される財 6,987 27,765 4,792 897 1,884 42,327 - 42,327
顧客との契約から
生じる収益 96,491 51,007 13,196 8,080 7,123 175,898 279 176,178

その他の収益 - - - - - - - -
外部顧客への
売上高 96,491 51,007 13,196 8,080 7,123 175,898 279 176,178

5. 収益認識に関する事項
(1)収益の分解
当連結会計年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）
　　財又はサービスの種類別に示した収益の分解情報

（注）１．「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械設計及び福利厚生事業
               等を含んでおります。

　　収益認識の時期別に示した収益の分解情報

（注）１．「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械設計及び福利厚生事業
               等を含んでおります。
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(2)収益を理解するための基礎となる情報
　当社グループは、設備装置の製造及び販売、及び設備装置に関連する部品や消耗品の製造及び販売を行って
おります。設備装置の販売においては、各事業における据付及び現地での調整作業を伴わない製品・サービス
の提供について、製品の引渡し及び役務の提供により履行義務が充足されることから、当該履行義務を充足し
た時点で収益を認識しております。据付及び現地での調整作業を伴う製品・サービスの提供について、製品の
引渡しと当該製品の据付及び現地での調整作業を単一の履行義務として識別し、製品の据付及び現地での調整
作業が完了した時点で収益を認識しております。
　設備装置の請負工事に関して、一定の期間にわたり充足される履行義務については、履行義務の充足に係る
進捗率を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識しております。一定の期間にわたり充足
されるものでない場合には、一時点で充足される履行義務として据付が完了した時点で収益を認識しておりま
す。
　取引の対価は、主に受注時から履行義務を充足するまでの期間における前受金の受領、または、履行義務充
足後の支払を要求しております。履行義務充足後の支払は、履行義務の充足時点から概ね１年以内に行われる
ため、重要な金融要素は含んでおりません。
　設備装置に関連する部品や消耗品については、当社グループが顧客との契約に基づく義務を履行した時点で
収益を認識しております。

(3)当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
　契約負債は、顧客との契約に基づき、注文時など履行義務の充足前に受領した前受金等であります。契約負
債は、収益の認識に伴い取り崩されます。

　当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、11,300百万円で
あります。
　契約負債の増減は、前受金の受領による増加及び収益認識により生じたものであります。
　当連結会計年度末における残存履行義務に配分した取引価格の総額は、34,939百万円であり、当社グループ
は、当該残存履行義務について、履行義務の充足につれて１年から４年の間で収益を認識することを見込んで
おります。

6. 会計上の見積りに関する事項
一定期間にわたり認識する収益
　設備装置の請負工事に関して、一定の期間にわたり充足される履行義務については、履行義務の充足に係る
進捗率を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識しております。
　当連結会計年度において、一定の期間にわたり収益認識した売上高は42,327百万円です。
　一定の期間にわたり充足される履行義務に関する売上高は、収益の総額及び進捗率に基づいて算定され、進
捗率は見積製造原価に対する当連結会計年度末までに発生した実績製造原価の割合に基づき算定されます。
　見積製造原価は、案件の仕様、過去の類似案件における原価発生状況、案件の難易度などを勘案しておりま
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す。当該の見積製造原価は、原材料価格等の変動や設計着手後に判明する事実等によって変更が生じる可能性
があり、実際に発生した実績製造原価が見積製造原価と異なった場合には、翌連結会計年度の連結計算書類に
おいて、売上高の金額に重要な影響を与える可能性があります。

　非上場株式の評価
　　当連結会計年度末における非上場株式は5,694百万円です。
　　市場価格のない株式等（非上場株式）の取得原価は、取得時の持分純資産価額に超過収益力・経営権等を反
　映した実質価額に基づいて計上されていますが、財政状態の悪化や超過収益力等の毀損状況により実質価額が
　著しく低下したときは、減損処理を実施することとしております。減損処理を実施していない投資有価証券に
　ついては、投資先における市場環境の変化、投資先の予算と実績の乖離状況、業績の推移、事業計画の進捗状
　況、直近のファイナンス状況等から、投資先の事業計画が合理的であるという仮定に基づき、超過収益力等は
　毀損しておらず、実質価額は著しく低下していないと判断しています。
　なお、投資先事業計画は不確実性を有しており、実質価額が著しく低下した場合には、投資有価証券の減損
処理が必要となり、翌連結会計年度の連結計算書類に重要な影響を与える可能性があります。

受注損失引当金
　受注契約に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末における受注契約に係る損失見込額を受注損失
引当金として計上しております。当連結会計年度末における受注損失引当金は362百万円です。
　受注損失引当金は、見積製造原価が受注金額を超える案件のうち、翌連結会計年度以降に発生が見込まれる
損失額に基づき算定されます。
　見積製造原価は、案件の仕様、過去の類似案件における原価発生状況、案件の難易度などを勘案しておりま
す。当該の見積製造原価は、原材料価格等の変動や設計着手後に判明する事実等によって変更が生じる可能性
があり、実際に発生した実績製造原価が見積製造原価と異なった場合には、翌連結会計年度の計算書類におい
て、受注損失引当金の金額に重要な影響を与える可能性があります。

　固定資産の評価
　(1)当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額
　　 有形固定資産　56,629百万円
　　 無形固定資産     3,683百万円
　　 減損損失　　　20,910百万円
　(2)識別した項目に係る重要な会計上の見積もりの内容に関する情報
　当社グループでは、減損会計の適用にあたり、当社については基本的に事業別に資産のグルーピングを行っ
ておりますが、１つの事業所で複数の事業を営んでいる事業所の資産のうち特定の事業に関連付けられない資
産については関連する各事業の共用資産として、本社、販売拠点及び社宅等については全社共用資産として、
他に賃貸している資産は賃貸資産として、現在未稼働で今後も事業の用に供する予定のないものについては遊
休資産としてグルーピングしております。
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　子会社についても、製造拠点については原則として事業別に資産のグルーピングを行っておりますが、販売
拠点及び販売会社については連結グループ全体の共用資産としてグルーピングを行っております。
　減損の兆候があると認められる資産又は資産グループについては、当該資産又は資産グループから得られる
割引前将来キャッシュ・フローの総額が帳簿価額を下回る場合には、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、帳
簿価額の減少額を減損損失として計上しております。
　詳細は「連結損益計算書に関する注記」に記載の通りであります。

7. 追加情報
（役員報酬ＢＩＰ信託）
当社は、取締役（社外取締役を除く。）を対象に、信託を通じて自社の株式を交付する取引を行っておりま
す。
(1)取引の概要
　当社は、役員に対して中期的な企業価値増大への貢献意欲を高めることを目的に、透明性及び客観性の高い役
員報酬制度として、2015年６月24日の第118回定時株主総会決議に基づき、2018年３月末日で終了する事業年
度までの３事業年度を対象として、企業価値連動型の株式報酬制度である役員報酬BIP信託を導入しておりまし
た。2018年３月末日までの３事業年度、継続した2021年３月末日までの３事業年度及び更に継続した2024年3
月末日までの３事業年度は、目標未達のため、株式交付等は行わず、それぞれ2018年５月22日、2021年５月24
日及び2024年５月21日開催の取締役会において、制度を継続することを決議いたしました。
　再継続後の本制度は、2025年３月末日で終了する事業年度から2027年３月末日で終了する事業年度までの３
事業年度（以下「対象期間」という。）（※）を対象として、企業価値の増大に応じて、対象期間終了時の一定
時期に、役員報酬として当社株式等の交付等を行う制度です。交付する当社株式等は、役位ならびに対象期間中
の資本効率の改善度及び業績目標の達成度等に応じて定めておき、対象期間を通じて資本効率が一定の改善度等
に達した場合のみ、対象期間終了後の一定時期に、役員報酬として当社株式等の交付等を行います。
　信託期間についても、2015年12月３日から2024年９月30日までとしておりましたが、2027年９月30日まで
に延長しております。
（※）継続後の信託期間の満了時において信託契約の変更及び信託追加を行うことにより、信託期間の延長が
行われた場合には、以降の各３事業年度をそれぞれ対象期間とします。

(2)信託に残存する自社の株式
信託に残存する自社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株
式として計上しております。当連結会計年度における当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、179百万円、
165,200株であります。
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１. 担保資産及び担保付債務
　(１)担保に供している資産
　　　　　建物及び構築物 222百万円
　　　　　土地 1,190百万円
　　　　　　計 1,413百万円

　(２)上記に対応する債務
　　　　　短期借入金 669百万円

４. 有形固定資産の減価償却累計額 83,728百万円
５. 輸出手形割引高 102百万円

連結貸借対照表

２.　シンジケート方式のタームローン契約
　長期借入金7,125百万円(1年内返済予定の長期借入金含む)については財務制限条項が付されており、当該
条項は以下のとおりであります。
　(1)2025年3月期を初回とする各年度末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額
を、2023年3月期末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額又は直前の決算期末日に
おける連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額の75％に相当する金額のうち、いずれか大きいほ
うの金額以上に維持すること。
　(2)年度決算期末における連結損益計算書において２期連続経常損失を計上しないこと。
　また、本契約については、担保提供制限条項が付されております。
　なお、当連結会計年度末において、財務制限条項及び担保提供制限条項に抵触しておりません。

３.　金銭消費貸借契約
　長期借入金375百万円(1年内返済予定の長期借入金含む)については財務制限条項が付されており、当該条
項は以下のとおりであります。
　(1)2025年3月期を初回とする各年度末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額
を、2023年3月期末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額又は直前の決算期末日に
おける連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額の75％に相当する金額のうち、いずれか大きいほ
うの金額以上に維持すること。
　(2)年度決算期末における連結損益計算書において２期連続経常損失を計上しないこと。
　なお、当連結会計年度末において、財務制限条項に抵触しておりません。
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（単位：百万円）
用途 会社名 国名 金額

のれん等 エラスティコス社 フランス共和国 19,908

表面処理分野製造設備等 ウィノアＵＳＡ社 アメリカ合衆国 902

鋳造分野製造設備 ロバーツシントードメキシコ社 メキシコ合衆国 99

合計 20,910

（単位：百万円）
種類 金額

建物及び構築物 218

機械装置及び運搬具 782

のれん 11,130

その他無形固定資産 8,777

合計 20,910

連結損益計算書
１.　減損損失
当連結会計年度において、減損損失を認識した非金融資産は以下のとおりです。
　(1)認識した減損損失及び資産の種類別内訳
　当連結会計年度において、減損損失を20,910百万円計上いたしました。なお、減損損失を認識した資産
の内訳は次のとおりであります。

　(2)減損損失を認識した資産の内訳

　当社グループでは、減損会計の適用にあたり、当社については基本的に事業別に資産のグルーピングを
行っておりますが、１つの事業所で複数の事業を営んでいる事業所の資産のうち特定の事業に関連付けら
れない資産については関連する各事業の共用資産として、本社、販売拠点及び社宅等については全社共用
資産として、他に賃貸している資産は賃貸資産として、現在未稼働で今後も事業の用に供する予定のない
ものについては遊休資産としてグルーピングしております。
　子会社についても、製造拠点については原則として事業別に資産のグルーピングを行っておりますが、
販売拠点及び販売会社については連結グループ全体の共用資産としてグルーピングを行っております。
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　減損損失の主たる計上会社であるエラスティコス社は、欧州経済の低迷や競争激化等により当初予定し
ていた超過収益力が見込めなくなったことから、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減損損失を計上し
ております。
　なお、回収可能価額は、使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローを11.03%の割引率を適
用して算定しております。

２.　投資有価証券売却益
政策保有株式の売却により、4,427百万円の投資有価証券売却益を計上しております。

３.　事業整理損
子会社の表面処理事業の工場閉鎖に伴う損失により、394百万円の事業整理損を計上しております。
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普通株式 54,580,928株

普通株式 2,064,486株

決　　議 株 式 の
種 類

配当金の総額
     (百万円)

１株当たり
配当額 (円 ) 基 準 日 効力発生日

2025年 5月26日
取締役会 普通株式 1,157 22 2025年 3月31日 2025年 6月10日

2025年11月 6日
取締役会 普通株式 1,159 22 2025年 9月30日 2025年12月 8日

合計 2,316

①配当金の総額 1,158百万円
②１株当たり配当額 22円
③基準日 2026年 3月31日
④効力発生日 2026年 6月 9日

連結株主資本等変動計算書
１. 当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

２. 当連結会計年度末における自己株式の種類及び株式数

（注）当連結会計年度末日の自己株式数には、信託が保有する自社の株式が165,200株含まれております。

３. 配当に関する事項
⑴ 配当金支払額

⑵ 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
　2026年 5月21日開催の取締役会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり決定しており
ます。

　当社は、当期における繰越利益剰余金の状況および今後の株主還元方針を総合的に勘案し、剰余金の配
当原資の明確化を図るため、別途積立金の一部を取り崩し、繰越利益剰余金に振り替えております。当該
振替は会社法の規定に基づき実施しております。
　なお、配当原資については、利益剰余金とすることを予定し、配当金の総額には、信託に対する配当金
3百万円が含まれております。
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連 結 貸 借 対 照 表
計 上 額 ( ＊ １ ) 時価(＊１) 差額

(1) 受取手形及び売掛金 34,934
  貸倒引当金(＊２) △ 127

34,806 34,806 ‐
(2) 有価証券 300 300 ‐
(3) 投資有価証券 29,187 29,187 ‐
(4) 長期借入金 (44,010) (41,898) △ 2,111
(5) リース債務 (2,330) (2,321) △ 8

金融商品関係

１. 金融商品の状況に関する事項
　当社グループは、資金運用については短期的な預金と元本リスクが低い運用商品等に限定し、また、銀行
借入により資金を調達しております。
　受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、与信管理の基準に沿ってリスク低減を図っており、取引
先ごとに期日管理及び残高管理を行っております。また、外貨建の営業債権は、為替変動リスクを回避する
ため、海外営業担当部署からの依頼に基づき、経理・財務担当部署が為替予約取引の実行及び管理を行って
おります。
　投資有価証券は主として業務上の関係を有する株式であり、市場価格の変動リスクがある上場株式につい
ては、四半期ごとに時価を把握しております。
　支払手形及び買掛金は、原則１年以内の支払期日であり、外貨建の営業債務は、為替変動リスクを回避す
るため、海外調達担当部署からの依頼に基づき、経理・財務担当部署が為替予約取引の実行及び管理を行っ
ております。
　短期借入金の使途は主として運転資金であり、長期借入金の使途は主として設備投資及び買収資金であり
ます。

２. 金融商品の時価等に関する事項
　2026年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり
ます。なお、非上場株式（連結貸借対照表計上額5,694百万円）及び投資事業有限責任組合出資金（連結貸
借対照表計上額101百万円）は、市場価格等がないため、投資有価証券には含めておりません。また、現金
及び預金、支払手形及び買掛金、短期借入金、未払法人税等は、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額
にほぼ等しいことから、注記を省略しております。加えて、当期に長期未払法人税等が発生しております
が、連結貸借対照表計上額の重要性が乏しいことから、注記を省略しております。

（単位：百万円）

(＊１)負債に計上されているものについては、(　　)で示しております。
(＊２)受取手形及び売掛金に個別計上している貸倒引当金を控除しております。

－ 21 －



（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに
分類しております。
　レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価
　レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価
　レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属
するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
(1) 受取手形及び売掛金
　受取手形及び売掛金の時価に関して、短期間で決済されるものについては、時価は帳簿価額に等しいと考
えられるため、当該帳簿価額によっております。
(2) 有価証券
　有価証券の時価については、取引金融機関から提示された価格等によっており、レベル１又はレベル２の
時価に分類しております。
(3) 投資有価証券
　投資有価証券の時価については、主として取引所の価格、取引金融機関から提示された価格等によってお
り、レベル１又はレベル２の時価に分類しております。
(4) 長期借入金
　これらの時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いて
算定する方法によっており、レベル２の時価に分類しております。なお、長期借入金の金額には連結貸借対
照表の流動負債の「短期借入金」に含まれている１年内返済予定の長期借入金(連結貸借対照表計上額3,234
百万円)を含めて表示しております。
(5) リース債務
　リース債務の時価については、元利金の合計額を同様のリース契約を締結する場合に想定される利率で割
り引いて算定する方法によっており、レベル２の時価に分類しております。なお、上記金額には連結貸借対
照表の流動負債の「リース債務」と固定負債の「リース債務」を合計した額を記載しております。
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１株当たり純資産額 2,115円08銭
１株当たり当期純損失 309円80銭

１株当たり情報

（注）１株当たり純資産額及び１株当たり当期純損失の算定上、役員報酬ＢＩＰ信託が所有する当社株式
を、期末の普通株式数及び期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

重要な後発事象
（重要な設備投資）
１．設備投資の背景と目的
　当社は、2026年5月13日開催の取締役会において、豊川製作所敷地内（愛知県豊川市）において、3Dプリ
ンター技術を核とした放熱用金属部品およびセラミックス部品の量産体制を構築するため、新工場の建設を決
定しました。
　新工場では、3Dスクリーンプリンティング技術を活用したテクノロジープラットフォームを導入し、積層
造形により、金属およびセラミックス部品の量産に取り組みます。多材質対応力と高精度造形を特徴とする同
技術により、従来工法では困難であった高い放熱性能を備えた金属部品やセラミックス部品の安定生産を可能
とします。
　新工場の設立により、次世代放熱部材の量産体制を確立し、AIデータセンターをはじめとする成長市場での
競争力を強化するとともに、高付加価値製品の安定供給を実現してまいります。

２．設備投資の概要
　① 設備概要 ：金属放熱部品工場およびセラミックス部品工場
　② 総投資額 ：約100億円
　③ 稼働開始 ：2028年8月（予定）

３．当該設備が営業、生産活動に及ぼす重要な影響
　当該設備投資による2027年3月期の連結業績に与える影響は軽微であります。
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〔個別注記表〕
重要な会計方針
１. 資産の評価基準及び評価方法
(1) 有価証券の評価基準及び評価方法
子会社及び関連会社株式
　移動平均法による原価法を採用しております。
その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの
　時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定)を採用しており
ます。
市場価格のない株式等
　移動平均法による原価法を採用しております。

(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法
　評価基準は原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定)を採用しており
ます。
製品、仕掛品
　受注生産品は個別法による原価法、投射材等は移動平均法による原価法を採用しております。
原材料及び貯蔵品
　受注生産品等の製作に係る原材料及び貯蔵品は総平均法による原価法、投射材等の製作に係る原材料は移
動平均法による原価法を採用しております。

２. 固定資産の減価償却の方法
(1) 有形固定資産(リース資産を除く)
　定率法を採用しております。但し、1998年４月１日以降取得した建物(建物附属設備を除く)並びに2016
年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。
　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物　　　　　　　　　　　　　　　15年～50年
構築物　　　　　　　　　　　　　　 7年～40年
機械及び装置　　　　　　　　　　　 5年～12年
車両及び運搬具　　　　　　　　　　 4年～ 7年
工具・器具及び備品　　　　　　　　 2年～15年

(2) 無形固定資産(リース資産を除く)
　定額法を採用しております。
(3) リース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
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３. 引当金の計上基準
(1) 貸倒引当金
　売掛金・貸付金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒
懸念債権及び破産更生債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。
(2) 賞与引当金
　従業員の賞与の支払いに備えるため、当事業年度における支給見込額を計上しております。
(3) 役員賞与引当金
　役員の賞与の支払いに備えるため、当事業年度における支給見込額を計上しております。
(4) 製品保証引当金
　プラント及び大型受注機械等の検収引渡後の一定期間中のクレーム費用の発生に備えるため、過去の売上
高に対するクレーム費用発生高の割合を基礎として、当事業年度の売上高に対して発生見込額を計上してお
ります。
(5) 受注損失引当金
　受注契約に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末における受注契約に係る損失見込額を計上してお
ります。
(6) 債務保証損失引当金
　関係会社への債務保証に係る損失に備えるため、当該会社の財政状況等を勘案し、損失負担見込額を計上
しております。
(7) 退職給付引当金
　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当
事業年度末において発生していると認められる額を計上しております。
　なお、数理計算上の差異については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(10年)に
よる定額法により按分した額を、発生の翌事業年度から費用処理することとしております。ただし、当事業
年度において認識すべき年金資産が、退職給付債務から数理計算上の差異等を控除した額を超過する場合に
は、前払年金費用として投資その他の資産に計上しております。

４. 収益及び費用の計上基準
　当社は、表面処理事業、鋳造事業、環境事業及び特機事業等の設備装置（改造、据付工事、メンテナンス等
を含む）の製造及び販売、及び設備装置に関連する部分品や消耗品の製造及び販売を行っております。これら
事業における主な履行義務は、顧客と契約した設備装置等については製品の引渡し及び役務の提供、部分品、
消耗品の場合は製品の引渡しとしております。
　据付工事及び現地での調整作業を伴わない設備装置等、部分品、消耗品については、顧客と契約した製品の
引渡し及び役務の提供時点を、支配移転として、収益を認識しております。また、据付工事及び現地での調整
作業を伴う製品・サービスの提供については、製品の引渡し、据付工事及び調整作業を単一の履行義務として
識別し、現地での調整作業等の最終履行義務が完了した時点で認識します。
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　設備装置のうち大型プラント、特型機は、顧客仕様による製作度合いが高く他契約への転用が難しいため、
一定の期間にわたり充足される履行義務として進捗度を見積り、一定の期間にわたり収益認識しております。
進捗度を合理的に見積もることができないが発生した費用を回収することが見込まれる場合には、発生費用の
範囲内を収益の上限としております。一定の期間にわたり充足されるものでない場合には、一時点で充足され
る履行義務として据付工事等が完了をもって収益を認識しております。
　取引の対価は、主に受注時から履行義務を充足するまでの期間における前受金の受領、または、履行義務充
足後の支払を要求しております。履行義務充足後の支払は、履行義務の充足時点から概ね１年以内に行われる
ため、重要な金融要素は含んでおりません。

５. その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
(1) 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
　外貨建金銭債権債務は、事業年度末の直物為替相場により円貨に換算し、為替差額は損益として処理して
おります。
(2) ヘッジ会計の方法
　原則的処理方法である繰延ヘッジ処理を採用しております。また、ヘッジ会計の要件を満たす為替予約等
が付されている外貨建金銭債権債務については振当処理を採用しております。

6. 収益認識に関する事項
連結注記表「５.収益認識に関する事項」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

7. 会計上の見積りに関する事項
一定期間にわたり認識する収益
　設備装置の請負工事に関して、一定の期間にわたり充足される履行義務については、履行義務の充足に係
る進捗率を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識しております。
　当事業年度において、一定の期間にわたり収益認識した売上高は23,891百万円です。
　一定の期間にわたり充足される履行義務に関する売上高は、収益の総額及び進捗率に基づいて算定され、
進捗率は見積製造原価に対する当事業年度末までに発生した実績製造原価の割合に基づき算定されます。
　見積製造原価は、案件の仕様、過去の類似案件における原価発生状況、案件の難易度などを勘案しており
ます。当該の見積製造原価は、設計着手後に判明する事実等によって変更が生じる可能性があり、実際に発
生した実績製造原価が見積製造原価と異なった場合には、翌事業年度の計算書類において、売上高の金額に
重要な影響を与える可能性があります。
非上場株式の評価
　当事業年度末における非上場株式は926百万円です。
　市場価格のない株式等（非上場株式）の取得原価は、取得時の持分純資産価額に超過収益力・経営権等を
反映した実質価額に基づいて計上されていますが、財政状態の悪化や超過収益力等の毀損状況により実質価
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額が著しく低下したときは、減損処理を実施することとしております。減損処理を実施していない投資有価
証券については、投資先における市場環境の変化、投資先の予算と実績の乖離状況、業績の推移、事業計画
の進捗状況、直近のファイナンス状況等から、投資先の事業計画が合理的であるという仮定に基づき、超過
収益力等は毀損しておらず、実質価額は著しく低下していないと判断しています。
　なお、投資先事業計画は不確実性を有しており、実質価額が著しく低下した場合には、投資有価証券の減
損処理が必要となり、翌事業年度の計算書類に重要な影響を与える可能性があります。
受注損失引当金

　受注契約に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末における受注契約に係る損失見込額を受注損失引
当金として計上しております。当事業年度末における受注損失引当金は63百万円です。
　受注損失引当金は見積製造原価が受注金額を超える案件のうち、翌事業年度以降に発生が見込まれる損失
額に基づき算定されます。
　見積製造原価は、案件の仕様、過去の類似案件における原価発生状況、案件の難易度などを勘案しており
ます。当該見積製造原価は、設計着手後に判明する事実等によって変更が生じる可能性があり、実際に発生
した実績製造原価が見積製造原価と異なった場合には、翌事業年度の計算書類において、受注損失引当金の
金額に重要な影響を与える可能性があります。

－ 27 －



3. 有形固定資産減価償却累計額 29,705百万円

エラスティコス社 17,790百万円
３Dセラムシントー社 304百万円
ハインリッヒワグナーシントーマシーネンファブリーク社 281百万円
フロン社 186百万円
青島新東機械有限公司 80百万円
シントーバラットマニュファクチャリング社 16百万円

計 18,659百万円

貸借対照表
1.　シンジケート方式のタームローン契約
　長期借入金7,125百万円(1年内返済予定の長期借入金含む)については財務制限条項が付されており、当該条
項は以下のとおりであります。
　⑴2025年3月期を初回とする各年度末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額を、
2023年3月期末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額又は直前の決算期末日における
連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額の75％に相当する金額のうち、いずれか大きいほうの金額
以上に維持すること。
　⑵年度決算期末における連結損益計算書において２期連続経常損失を計上しないこと。
　また、本契約については、担保提供制限条項が付されております。
　なお、当事業年度末において、財務制限条項及び担保提供制限条項に抵触しておりません。

2.　金銭消費貸借契約
　長期借入金375百万円(1年内返済予定の長期借入金含む)については財務制限条項が付されており、当該条項
は以下のとおりであります。
　⑴2025年3月期を初回とする各年度末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額を、
2023年3月期末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額又は直前の決算期末日における
連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額の75％に相当する金額のうち、いずれか大きいほうの金額
以上に維持すること。
　⑵年度決算期末における連結損益計算書において２期連続経常損失を計上しないこと。
　　なお、当事業年度末において、財務制限条項に抵触しておりません。

4. 保証債務
　他の会社の金融機関からの借入債務等に対し、保証等を行っております。
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短期金銭債権 2,185百万円
長期金銭債権 1,087百万円
短期金銭債務 728百万円

6. 取締役に対する金銭債務 26百万円

売上高 5,664百万円
仕入高 7,644百万円
営業取引以外の取引高 748百万円

普通株式 2,064,486株

5. 関係会社に対する金銭債権及び債務

損益計算書
１.  関係会社との取引高
営業取引による取引高

２.  関係会社株式評価損
　主にエラスティコス社の株式に対する評価損であります。欧州経済の低迷や競争激化等により当初予定して
いた超過収益力が見込めなくなったことから、当社が保有する同社株式について評価を行った結果、実質価値
が低下したため関係会社株式評価損31,971百万円を計上しております。

株主資本等変動計算書
当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

（注）当事業年度末の自己株式数には、信託が保有する自社の株式が165,200株含まれております。
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繰延税金資産
未払費用 100百万円
貸倒引当金 309百万円
賞与引当金 454百万円
債務保証損失引当金 538百万円
投資有価証券 701百万円
関係会社株式 11,389百万円
有形固定資産 113百万円
その他 534百万円
繰延税金資産小計 14,142百万円
評価性引当額 △13,291百万円
繰延税金資産合計 851百万円
繰延税金負債

固定資産圧縮積立金 △92百万円
その他有価証券評価差額金 △5,844百万円
前払年金費用 △715百万円
その他 △0百万円
繰延税金負債合計 △6,652百万円
繰延税金負債の純額 △5,801百万円

税効果会計関係
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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種類 会社等の名称
議決権等の
所有（被所
有)割合(％)

関連当事者
との関係 取引の内容 取引

金額 科目 期末
残高

子会社 フロン社 （所有）
間接100％ 債 務 保 証

債 務 保 証

債 務 保 証 損 失
引 当 金 繰 入

1,679

173

－

債務保証損失
引当金

－

1,493

子会社 エラスティコス社 100％ 債 務 保 証 債 務 保 証 17,790 － －

子会社 シントーヨーロッ
パ社 100％ 増 資 増 資 1,284 － －

１株当たり純資産額 1,098円83銭
１株当たり当期純損失 503円26銭

関連当事者との取引
子会社及び関連会社等

（単位：百万円）

（注）取引条件及び取引条件の決定方針等
　　　フロン社への債務保証は、同社のシントーヨーロッパ社からの借入金に対して債務保証を行う
ものであり、保証料は受領しておりません。

　　　エラスティコス社への債務保証は、同社の銀行からの借入と運転資金融資としてのリボルビン
グ・クレジット・ファシリティ契約に対して債務保証を行うものであり、保証料は受領しており
ません。

　　　シントーヨーロッパ社への増資は、ボッシュ・ビジネス・イノベーションズ社の受託製造事業
を買収するためのものであります。

１株当たり情報

（注）１株当たり純資産額及び１株当たり当期純損失の算定上、役員報酬ＢＩＰ信託が所有する当社株式
を、期末の普通株式数及び期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

重要な後発事象
（重要な設備投資）
　連結注記表（重要な後発事象）に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。
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